




The early elementary school was established by the citizens
Mamoru TOMIOKA
Niijima Gakuen junior college













According to Education Ministry Notification No. 13, directly after the Meiji
Restoration, in July of 1873, elementary schools began to be established throughout
the nation.  By the end of August, 1876, 28,000 elementary schools had been
established nationwide. 
After the Meiji Restoration, the most important government policy objective was
Wealth and Military Strength.  Developing the education system was considered a
link to achieving said goal.
I state that it is important that I learn it for the success of each person and,
The government taught it to the establishment and the administration of the
elementary school without expending a tax to establish an elementary school with a
local burden. The salary of the School District superintendent who promoted the
establishment of the elementary school in the local society was not provided with
by the government.
An elementary school more than 500 was established in Gunma area,
The then elementary school inspects what was established as a private school by























































































































区分 ６年 ７年 ８年 ９年 計
勢多郡 20 20 5 4 49
群馬郡 35 38 22 3 98
多野郡 5 18 8 1 32
甘楽郡 21 25 20 7 73
碓氷郡 24 14 8 1 47
吾妻郡 10 14 11 2 37
利根郡 9 13 15 4 41
佐波郡 10 20 4 5 39
新田郡 9 9 18 3 39
山田郡 8 11 12 5 36
邑楽郡 12 16 15 5 48
































































戸数 人　口 １校当り生 徒 数
生徒１人
当り人口生徒数 男 女
勢多郡 49 3,984 2,973 1,011 13,082 62,976 81.3 15.8
群馬郡 98 7,308 5,325 1,983 27,621 119,941 74.6 16.4
多野郡 32 2,898 1,856 1,042 7,784 33,848 90.6 11.7
甘楽郡 73 4,678 3,303 1,375 13,042 59,131 64.1 12.6
碓氷郡 47 2,980 2,284 696 9,139 40,873 63.4 13.7
吾妻郡 37 1,988 1,641 347 7,295 33,193 53.7 16.7
利根郡 41 3,439 2,294 1,145 7,802 32,379 83.9 9.4
佐波郡 39 2,975 2,480 544 10,207 46,153 76.3 15.5
新田郡 39 2,766 1,963 803 8,117 37,775 70.9 13.7
山田郡 36 2,553 1,706 847 8,507 38,692 70.9 15.2
邑楽郡 48 3,485 2,887 598 12,348 60,216 72.6 17.3












































勢多 1 5 12 7 14 7 2 1 49 81.3
群馬 1 34 31 15 10 5 1 1 98 73.8
多野 4 11 8 8 1 32 90.6
甘楽 2 30 18 12 8 3 73 63.2
碓氷 1 15 21 5 4 1 47 63.4
吾妻 4 16 10 5 1 1 37 53.7
利根 2 9 12 6 7 3 2 41 74.9
佐波 1 10 11 6 9 2 39 76.3
新田 1 11 14 8 4 1 39 70.9
山田 4 10 10 5 2 3 1 35 70.9
邑楽 3 16 16 7 4 2 48 72.6
























区分 10%未満 ～20% ～33% ～40% 40%以上 計 割合平均
勢多 11 2 10 6 20 49 32.7%
群馬 35 12 22 10 19 98 23.0%
多野 2 2 8 11 9 32 35.5%
甘楽 19 6 20 11 17 73 26.9%
碓氷 11 7 19 7 3 47 23.1%
吾妻 19 7 5 2 4 37 17.8%
利根 4 3 10 10 14 41 33.2%
佐波 23 4 9 1 2 39 15.5%
新田 6 8 10 9 6 39 27.2%
山田 3 3 11 9 9 35 31.0%
邑楽 35 5 5 2 1 48 12.0%





















































































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧 幕 府 24 1,705 1,465 240 3,248 79 36,871 6,381 30,144 14.1% 17.7
旧前橋藩 25 2,279 1,508 771 6,842 86 39,687 6,701 32,832 33.8% 14.4

































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧高崎藩 22 1,252 1,105 147 2,033 75 49,973 6,533 28,922 11.7% 23.1
旧前橋藩 16 999 791 208 2,096 43 27,650 4,117 18,843 20.8% 18.9
旧 幕 府 47 3,092 2,148 944 14,350 80 47,319 9,916 43,640 30.5% 14.1
前 橋 町 5 1,004 683 321 3,823 － － 2,912 12,321 32.0% 12.3
高 崎 駅 8 961 598 363 0 － － 4,143 16,215 37.8% 16.9



































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧緑埜郡 21 2,033 1,281 752 146 44 31,439 5,603 23,691 37.0% 11.7
旧多胡郡 11 865 575 290 728 27 12,616 2,181 10,157 33.5% 11.7




























人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧 幕 府 32 2,271 1,483 788 10,144 44 18,624 5,810 25,078 34.7% 11
旧前田藩 13 580 430 150 1,365 21 13,263 1,953 8,880 25.9% 15.3
旧小幡藩 12 1,077 777 300 1,858 28 20,295 3,439 16,181 27.9% 15
南甘楽郡 16 750 613 137 77 25 3,119 1,840 8,992 18.3% 12







人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧 幕 府 17 948 751 197 9,009 27 19,693 3,247 15,340 20.8% 16.2
旧安中藩 25 1,640 1,199 441 15,826 34 16,569 4,723 20,529 26.9% 12.5
旧高崎藩 5 392 334 58 120 9 5,861 1,169 5,004 14.8% 12.8



































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
吾 妻 郡 37 1,988 1,641 347 23,634 80 25,038 7,295 33,193 17.5% 16.7
利根郡計 41 3,072 2,328 1,521 10,827 111 30,820 7,802 32,379 33.0% 9.4
旧沼田藩 23 1,961 1,284 677 6,755 48 20,432 4,709 19,352 34.5％ 9.9


































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧伊勢崎 23 1,705 1,465 240 3,248 38 26,424 5,513 24,202 14.1% 14.2
旧 幕 府 11 1,001 793 208 5,040 40 17,254 3,811 17,734 20.8% 17.7
旧前橋藩 5 269 222 96 1,008 13 6,100 883 4,217 35.7% 15.7





































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
新 田 郡 39 2,766 1,963 803 47,910 98 66,985 8,117 37,775 29.0% 13.7




































人数校数 生徒数 男 女 資本金 村数 旧石高 戸数 人口
旧 幕 府 27 1,617 1,423 194 17,269 49 49,535 6,313 31,755 12.0% 19.6
旧館林藩 21 1,868 1,464 404 14,444 40 30,969 6,035 28,461 21.6% 15.2




























校名 設立年 施設 教員 生徒数 男 女 資本金 郷村名 人口 女子 人数
上 小 泉 6.05 寺 1 50 42 8 447 上小泉村 1,245 16.0% 24.9
赤 生 田 8.10 民 1 42 39 3 373 赤生田村 1,423 7.1% 33.9
進脩分校 8.09 寺 1 58 57 1 539 板 倉 村 1,480 1.7% 25.5
羽　　附 9.04 民 3 83 72 11 487 羽 附 村 1,567 13.3% 18.9
敬　　身 7.01 寺 3 90 86 4 1519 北大嶋村 1,856 4.4% 20.6









































































校名 設立年 使用施設 生徒数 男 女 女子割合 町村名
厩橋 5.11 旧官舎 454 336 118 26.0% 前 橋 町
桃井 6.04 新 221 134 87 39.4% 前 橋 町
赤石 6.06 藩校 190 177 13 6.8% 伊勢崎町
今井 6.06 寺 150 104 46 30.7% 今 井 村
沼田 6.06 旧官舎 240 173 67 27.9% 沼 田 町
























区分 校数 生徒数 男 女 戸数 人　口
群馬県計 539 38,687 28,475 10,261 124,944 565,177
57校計 57 3,836 2,863 973 12,081 53,845
表10 群馬県の合計数と検討校との比較
項　　　目
最 大 値 中 間 値 最 小 値
単位 平　均
学校名 値 学校名 値 学校名 値
設立年月 原町（吾妻） 6.03 柴町６校 7.03 須永（山田） 9.06 年月 －
生徒数 渋川 173 柴町，坂上 58 須永（山田） 23 人 67.3
女子生徒比率 湯原（利根） 50.9% 西金（多野） 25.3% 八木連（甘楽） 0.0% ％ 25.4%
学校区内の人口 大間 （々山田） 2506 金泉（山田） 868 三名川（多野） 274 人 945
生徒人数 須永（山田） 47.4 乙父（甘楽） 13.4 三名川（多野） 5.5 人 14
貢祖額（推定） 石原（片岡） 6130 武士（佐波） 1503 反舗（碓氷） 146 円 1773
１人当たり貢祖額 石原（片岡） 5.4 麓（群馬） 1.67 六車（甘楽） 0.28 円 1.82
学校の運営費 原街（吾妻） 1775 栗須，大間々 183 寛粟（新田） 51 円 179.5
1戸当たり負担額 三名川（多野） 2.54 金泉（山田） 0.89 択善（新田） 0.22 円 0.85
貢祖に対する割合 六車（甘楽） 101.1% 金富（群馬） 12.1% 択善（新田） 1.8% ％ 10.4%
注１　平均授業業領は，授業料総額に生徒人数と12月を除した数値である。
注２　貢祖担率，学校運営費の校区内の貢祖額全体に対する比率である。
注３　１戸当たり負担額は，校区内の１戸当たり学校運営負担額である。
注４　生徒１人当たり人数は，校区内人口を生徒数で除したものである。
注５　住民１人当たり貢祖額，校区内の地域住民一人当たりの貢祖額である。
表11 比較検討57校の項目別比較の最大値校最小値校
私立小学校として設立された最初の小学校
101
保泉村）の貢祖負担額（0.79）が低いことである。校区内の耕地は田4.3町歩，畑293
町歩，人口1914人，貢祖推定額1503円で，一人当たりの貢祖額が高かった石原村と比
較すると税負担は７分の１程度となる。
③小学校の運営経費
小学校の設立伺には，学校の内容，教員履歴，学校経費の見積が記載されている。
先の新町学校の設立伺でも解るとおり申請した内容で許可が得られており，申請に基
づいて当初は学校が運営されていたと考えている。
57校の１校当たりの経費は179.5円で検討対象校の最高額は吾妻郡原街学校（498円）
で，最低額は新田郡寛粟学校（51円：沖野村，別所村，西野村）で低額校には新田郡
山田郡の学校が続いている。検討対象校以外の経営費も栃木県域の東毛３郡は比較的
低額であったが，教員月給が他の地域と比較して半額程度であったことがその大きな
要因と考えられ，当時の地域別賃金事情を検討する上で貴重な参考資料になるのでは
ないかと考えている。なお，前橋町の厩橋学校は教員10人で経費1626円と届けられて
いる。
学校の経費を，地域内の貢祖額と比較すると，貢祖額に相当する六車村があるがこ
れは，六車村の貢祖額が他と比較して極端に低かったことが要因である。半数を超え
る校区で学校の経費が貢祖額の１割を超えていた。特に多野郡三名川学校の場合は，
59戸274人，貢祖推定額289円の郷村で小学校１校（生徒50人，学校経費150円）を設
立しており，生徒一人当たり人数5.5人，１戸当たりの学校経費（2.54円）は，貢祖負
担額の５割を超えており三本木村の住民の負担は大きかったと思われる。
１戸当たり学校運営費を見た場合，貢祖額に対する負担割合と同様の吾妻郡などの
山間部の小規模な学校にあった郷村の負担が高かった。逆に負担額が低額であった郷
村は山田郡の多かった。
設立伺には，授業料の項が設けられ，「上25銭」「中13銭」「下６銭」や「上15又は
13銭」，「中10銭」，「下５銭」と記録されている設立伺書が多いが，「上８銭」，中「４
銭」との記録もあり，授業料を徴収しない旨を記録した設立伺もある。また，栃木県
下で設立された小学校は，一定額の束脩とし定額を定めそのほか授業料が記載されて
いた。比較検討した57校の設立伺時授業料最高額が月18銭（岩井学校）で，最低額は
月２銭（牛沢学校）学校によって様々であるが，運営費に占める授業料の割合の高い
学校で３割程度であり，学校運営は地域住民の負担で賄われていた。
まとめ
「新しい公共」という言葉が最近広く使われ始めている。一般的には「新しい公共」
富　岡　　　守
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と表現されているが国土交通省では同様な考え方を「新たな公」と述べている。広辞
苑の第６版では，「公」を天皇や官庁とあり，「公共」を「社会一般」と説明している。
さらに，広辞苑では，社会を「人間が社会生活を営む際の集団」と述べ，福地桜痴に
よる「Society」の訳語と説明している。逆に，英和辞典では「Society」を「社会」
と説明し，「People」が語源であると説明している。
社会（Society）という言葉は，江戸時代末期に新たに造語された言葉であるが，
公共と言う言葉も「Public」の訳語とされている。「Society」や「Public」の概念は，
ヨーロッパの閉ざされた都市国家から誕生しており，農村が主体であった明治維新前
後の日本社会ではなじみがなかったが，社会や公共という言葉が日本で誕生してから
150年以上の時間を経て日本社会に定着したと考えている。
本論で検討している小学校設立は，明治初年であるが当時の人々の意識は江戸時代
と同様あったと考えられる。江戸時代は，社会（Society）という概念はなく，今の
社会に相当する言葉として「世間」があった。「世間体がよくない」「世間に申し訳な
い」などのように「世間」は，個人を中心にして人間集団を捉える概念と考えられ，
「People」を語源とする「Society」の概念と基本的には異なっていると考えている。
「Society」の概念と自然発生的な農村社会から誕生した「世間」の概念が融合したの
ものが「社会」であると考えている。
私たちが生活する地域社会は，先に述べたが明治維新前後の「世間」とは大きく異
なるが，小学校の設立伺書と当時の郷村の状況を合わせて検討することで，住民が所
属する郷村に対してどのように対処したか検討した。小学校の設立伺を分析し当時の
小学校は住民により設立されたことが明らかになった。小学校の他にも消防，治安，
納税，地域間の紛争の解決，住民の戸籍管理，郷村民相互の助け合いなど郷村の運営
は，郷村民が主体となりなされていた。当時の社会状況に対しては，様々が疑義や課
題が投げかけられているが，住民自治の視点から捉えれば，まさしく「郷村には自治
が確立」していた。他への依存体質の強まっている日本の地域社会おいて，「新しい
公共」を議論する過程においてお互いに助け合って生活していた明治期以前の地域住
民の考え方や対応を学ぶことが重要である。
私立小学校として設立された最初の小学校
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5
18
3
13
2
72
％
9％
多
野
長
根
・
下
長
根
2
19
3
86
7
85
.2
12
6.
2
33
7.
5
40
7
58
7
2,
96
3
長
　
根
1
8.
03
42
11
48
17
8
15
6
88
％
6％
甘
楽
八
木
連
・
上
高
田
他
3
20
3
10
32
44
.6
68
.2
25
3.
7
16
7
31
6
1,
96
3
八
木
連
1
7.
01
73
0
37
13
8
10
2
74
％
7％
甘
楽
蕨
村
・
坂
口
村
2
97
46
3
20
.7
70
.1
77
.4
20
7
22
2
88
1
山
　
川
2
8.
03
28
12
59
18
9
13
8
73
％
21
％
甘
楽
岩
崎
村
1
12
6
62
3
20
.8
87
.8
96
.7
31
3
31
5
1,
19
2
岩
　
平
2
8.
03
32
11
43
18
0
14
8
82
％
15
％
甘
楽
白
倉
村
1
19
7
93
4
53
.3
14
2.
1
24
2.
9
33
3
42
3
2,
17
4
白
　
倉
1
8.
1
49
20
33
20
7
12
0
58
％
10
％
甘
楽
魚
尾
村
1
11
7
61
0
50
.2
10
5
24
5
35
0
魚
　
尾
1
8.
03
31
7
48
16
9
13
8
82
％
48
％
甘
楽
乙
父
村
・
楢
原
村
2
26
8
10
48
0.
2
12
2
0.
8
19
6
45
9
65
9
乙
　
父
1
7.
02
63
15
50
16
8
12
0
71
％
25
％
甘
楽
六
車
村
1
14
2
66
5
48
.3
83
10
1
18
4
六
　
車
1
9.
03
35
15
10
8
18
6
－
－
10
1％
碓
氷
岩
井
村
1
10
1
51
0
34
.2
68
.7
15
8.
9
11
4
11
5
1,
15
6
岩
　
井
2
7.
02
28
10
3
90
19
8
16
8
85
％
17
％
碓
氷
松
井
田
宿
1
32
9
11
04
4.
4
54
29
.2
21
1
1,
00
6
1,
38
8
松
　
枝
3
6.
07
77
37
1,
41
8
10
1
26
8
18
9
71
％
19
％
碓
氷
土
塩
村
1
16
2
79
2
23
.4
10
7.
1
78
.3
17
4
19
3
82
4
土
　
塩
1
6.
1
51
24
1,
03
1
53
10
8
84
78
％
13
％
碓
氷
岩
氷
村
1
69
36
1
11
.4
29
.3
18
.3
39
0
14
6
反
　
舗
1
8.
02
33
13
1,
00
3
39
13
1
10
8
82
％
90
％
碓
氷
川
浦
村
1
19
8
81
9
40
93
.1
69
.5
13
4
13
7
67
7
川
　
浦
1
7.
01
32
16
1,
00
7
78
15
0
12
0
80
％
22
％
吾
妻
大
戸
村
1
17
1
73
1
36
.3
14
9
80
.8
12
0
20
8
80
0
大
　
戸
3
6.
06
49
18
73
3
36
35
4
22
6
64
％
44
％
吾
妻
本
宿
村
1
13
0
65
5
16
11
6.
3
31
.5
64
88
33
6
坂
　
上
1
7.
12
47
11
1,
01
1
30
18
9
98
52
％
56
％
吾
妻
須
賀
尾
村
1
10
6
46
8
5.
7
89
.4
13
.6
69
11
6
26
4
須
賀
尾
2
7.
04
37
22
1,
12
9
39
22
6
20
4
90
％
86
％
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別
表
　
小
学
校
の
設
立
主
体
の
郷
村
の
状
況
と
設
立
当
時
の
小
学
校
の
運
営
費
２
郡
名
設
立
主
体
村
名
構
成
村
数
戸
数
人
口
耕
地
面
積
貢
　
　
　
　
租
学
校
名
設
立
年
生
徒
数
資
本
金
設
立
伺
い
記
載
記
録
事
項
貢
租
比
率
田
畑
地
租
：
石
地
租
：
円
雑
税
等
推
計
額
男
　
子
女
　
子
授
業
料
所
要
額
人
件
費
比
　
率
吾
妻
大
柏
木
村
1
13
3
64
2
19
.6
12
9.
8
21
.7
68
10
5
30
0
今
　
川
2
7.
1
37
13
1,
00
6
51
18
6
13
8
74
％
62
％
吾
妻
三
原
・
鎌
原
・
袋
倉
3
14
9
72
1
24
.6
17
2.
5
55
.4
76
96
49
5
三
　
原
2
8.
12
75
6
14
7
31
21
4
14
4
67
％
43
％
吾
妻
上
・
下
沢
渡
2
23
3
10
96
10
.9
21
0.
5
14
.9
23
6
28
8
61
1
沢
　
渡
2
6.
1
57
2
17
30
18
9
13
2
70
％
31
％
吾
妻
原
町
1
31
6
13
84
37
.3
18
1.
6
14
7.
5
34
1
55
4
1,
75
5
原
　
街
4
6.
03
65
14
38
3
12
0
49
8
36
3
73
％
28
％
利
根
岡
谷
・
町
田
・
戸
神
3
23
8
10
41
48
25
2.
2
23
1.
2
36
5
42
7
2,
14
1
岡
　
谷
3
6.
08
73
9
0
17
5
12
1
69
％
8％
利
根
追
貝
・
老
神
・
高
戸
谷
3
17
2
68
0
3
13
3.
4
18
.5
15
0
17
5
43
3
追
　
貝
2
7.
01
69
44
61
21
0
15
0
71
％
49
％
利
根
川
場
湯
原
村
1
11
7
47
6
16
.8
65
.1
95
.6
11
6
18
4
85
8
湯
　
原
2
8.
04
27
28
41
15
6
10
2
65
％
18
％
利
根
谷
地
・
門
前
・
天
神
3
23
7
10
62
51
16
6.
1
31
9.
6
31
0
41
3
2,
58
8
川
　
場
2
7.
03
68
68
59
20
4
13
8
68
％
8％
利
根
立
岩
，
荻
室
，
中
野
3
95
35
9
25
.7
74
.1
13
0.
9
90
13
5
98
8
立
　
岩
2
7.
03
25
10
53
18
6
11
6
62
％
19
％
佐
波
上
・
下
武
士
・
保
泉
3
48
2
19
14
4.
3
29
3.
2
15
.1
67
6
73
9
1,
50
3
武
　
士
3
7.
09
82
11
78
13
2
90
68
％
9％
佐
波
下
・
上
淵
名
・
東
新
井
3
33
1
14
69
15
1.
5
18
0.
2
46
5
25
8
27
2
3,
24
2
早
　
川
1
7.
11
95
1
89
22
8
60
26
％
7％
佐
波
下
上
蓮
沼
・
飯
島
3
10
8
50
7
53
.8
10
2.
7
30
.8
13
6
39
4
71
0
蓮
　
沼
1
7.
04
59
5
54
11
4
96
84
％
16
％
佐
波
柴
町
・
中
町
2
16
0
82
8
61
.7
95
.7
24
3.
9
15
7
29
7
1,
87
7
柴
　
町
1
7.
03
40
18
60
26
4
13
0
49
％
14
％
新
田
沖
野
・
別
所
・
西
野
谷
3
12
9
63
9
10
1.
4
42
.1
36
9
99
0
2,
25
2
寛
　
粟
1
7.
04
44
2
0
51
39
76
％
2％
新
田
大
嶋
，
長
手
2
15
5
76
1
11
3.
7
35
.8
46
2.
1
16
5
0
2,
86
1
研
　
業
1
6.
12
16
13
0
90
48
53
％
3％
新
田
下
田
島
，
中
根
田
嶋
2
16
2
79
0
11
9.
5
95
.2
40
1.
4
24
6
0
2,
58
8
起
　
儒
1
8.
1
26
12
19
86
60
69
％
3％
新
田
大
根
村
，
大
村
他
３
村
5
18
5
89
9
26
.2
15
4.
5
10
8.
9
30
1
0
93
7
大
　
根
1
9.
02
61
20
37
13
6
84
62
％
14
％
新
田
牛
澤
，
富
澤
2
10
8
54
8
44
67
.8
16
4.
9
26
2
0
1,
22
4
牛
　
沢
1
7.
01
42
10
12
81
48
59
％
7％
山
田
須
永
，
東
・
西
小
倉
3
23
3
10
90
44
.1
87
.3
17
1.
4
22
1
24
7
1,
46
8
須
　
永
1
9.
06
16
7
29
68
45
66
％
5％
山
田
矢
田
堀
・
丸
山
・
古
氷
3
20
6
96
3
73
.9
52
.1
29
8.
8
14
9
23
4
2,
12
6
定
　
業
2
7.
05
44
12
18
15
4
10
7
69
％
7％
山
田
東
今
泉
・
東
金
井
2
16
4
86
8
81
.3
77
.9
35
3.
3
28
6
30
4
2,
65
1
金
　
泉
1
7.
11
45
9
68
14
6
93
.9
65
％
5％
山
田
大
間
々
町
1
64
6
23
01
－
23
7.
4
42
3
2,
08
3
2,
50
6
大
間
々
6
6.
11
10
2
65
72
18
3
12
0
66
％
7％
山
田
矢
場
村
1
24
6
12
26
21
5.
6
73
.3
64
9.
9
18
1
21
5
4,
18
8
発
　
蒙
2
6.
11
89
18
30
23
4
15
3
65
％
6％
山
田
山
田
村
1
26
3
12
98
44
.5
14
0.
8
13
4.
6
26
3
27
3
1,
32
1
仁
田
山
2
7.
04
61
20
38
84
54
64
％
6％
山
田
臺
之
郷
・
下
小
林
他
２
4
28
4
14
83
13
9.
6
11
3.
1
49
3.
3
27
4
35
3
3,
50
6
択
　
善
1
8.
05
68
26
18
63
48
76
％
2％
注
１
　
本
表
は
，
群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
の
小
学
校
の
設
立
伺
い
，
上
野
国
郡
村
誌
の
郷
村
別
デ
ー
タ
，
明
治
教
育
史
の
学
校
別
デ
ー
タ
を
比
較
検
討
し
て
作
成
し
た
。
注
２
　
記
載
例
示
小
学
校
の
選
定
は
次
の
基
準
で
行
っ
た
。
①
設
立
年
次
が
早
い
学
校
。
②
記
載
デ
ー
タ
が
完
備
し
て
い
る
学
校
。
③
地
域
分
布
を
考
慮
。
④
郡
村
誌
の
貢
祖
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
注
３
　
設
立
主
体
の
郷
村
の
状
況
は
，
郡
村
誌
の
郷
村
別
デ
ー
タ
を
使
用
，
郷
村
別
に
集
計
し
た
。
　
　
　
設
立
主
体
郷
村
欄
の
他
と
あ
る
学
校
の
郷
村
名
。
金
富
（
十
文
字
村
，
善
地
村
），
八
木
連
（
古
立
村
），
大
根
，（
上
中
村
，
権
右
衛
門
村
，
溜
池
村
），
択
善
（
安
良
岡
村
，
石
原
村
）
注
４
　
貢
祖
欄
で
「
地
租
（
石
）」
は
田
に
対
す
る
地
租
の
石
高
で
あ
り
，「
地
租
（
金
）」
は
，
畑
や
宅
地
に
対
す
る
地
租
額
で
あ
る
。「
雑
税
等
」
は
，
付
加
金
や
そ
の
他
の
税
額
の
合
計
で
あ
る
。
注
５
　
貢
祖
欄
の
推
計
は
，
地
租
の
石
高
に
5.
83
46
円
を
乗
じ
た
金
額
で
あ
る
。（
明
治
天
皇
へ
の
上
奏
時
の
添
付
資
料
に
よ
る
明
治
10
年
の
１
石
当
た
り
の
平
均
値
）
注
６
　
学
校
名
，
設
立
年
，
生
徒
数
は
明
治
9年
の
状
況
で
，
数
値
は
明
示
教
育
史
に
よ
る
。
学
校
名
欄
後
欄
の
数
値
は
教
員
数
で
あ
る
。
注
７
　
比
率
欄
の
数
値
は
，
人
件
費
に
所
要
額
を
除
し
た
数
値
で
あ
り
，
貢
祖
比
率
欄
の
数
値
は
，
所
要
額
を
推
計
額
で
除
し
た
数
値
で
あ
る
。
